






















図 1はある密度関数と  = 5%としたVaRを表している．破線がVaRの値を示している．






































図 2：小さすぎるバンド幅 (左)と大きすぎるバンド幅 (右)
先行研究において提案されたバンド幅決定方法の内，ヒストグラムに由来して決める方法，頻
度ポリゴンに由来して決める方法，そして，テーラー級数を基に決めるシーザー・ジョーンズの
方法を発表内で紹介する．
本発表においては，VaRがデータの値より大きくなる率 (超過率)の観点でどの方法が適切な
VaRなのかを見ていく．また，分析の結果から得られた超過率は設定された超過率と比べて有意
な差があるか，尤度比検定を用いて検定した．
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